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　11月2日（日）、美山中央公民館にて第12回やま
がた社会福祉大会を開催しました。
　式典のほか、美山地区保育園の鼓隊演奏、屋外で
はふれあい広場としてボランティア団体や福祉施設
による食品等の販売、ビンゴ大会等を行い、大変に
ぎやかな大会となりました。

◀移動動物園や縁日コーナーもあり、
　子どもから大人までにぎわいました。

山県市地域福祉
推進キャラクター

山県市社協マーク

表紙題字　藤垣　知恵さん（山県市大桑）
【法人理念】

ともに生き  ともに尊び  ともに支え  ともに築く

表紙題字　藤垣　知恵さん（山県市大桑）表紙題字　藤垣　知恵さん（山県市大桑）表紙題字　藤垣　知恵さん（山県市大桑）

この広報紙は
共同募金の配分金により作成しています

～あなたの手からこころから～
第12回やまがた社会福祉大会を開催！
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～あなたの手からこころから～

第12回やまがた社会福祉大会
　11月2日（日）美山中央公民館にて、第12回やまがた社会福祉大会を開催し、
300名を超える大勢の方にお越しいただきました。
　協賛企業をはじめ、ボランティア団体や福祉施設、福祉活動推進校の園児・
児童など多くの方々の協力をいただき、盛大に開催することができました。

式

　典

　

長
年
地
域
福
祉
の
向
上
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
方
へ
の
表
彰
、
福
祉
に
関
す
る
作

文
の
朗
読
、
福
祉
標
語
優
秀
作
品
の
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

被
表
彰
者
の
み
な
さ
ま 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

表
彰
の
部

★
社
会
福
祉
関
係
役
職
員
功
労

　

大
村　

勝
弘
、
村
瀬
眞
理
子

　

藤
根　

圓
六
、
長
屋　
　

稔

　

玉
井　
　

亨
、
廣
瀬　

武
宣

　

見
澤　

梅
雄
、
上
野　

晃
裕

　

五
島　

克
行
、
源
内　

諭
史

　

井
口　

裕
一
、
國
枝　

雅
典

　

大
野　

正
道
、
赤
尾
華
奈
子

★
社
会
福
祉
事
業
活
動
功
労（
個
人
）

　

土
井　

百
恵
、
横
山
久
仁
子

　

大
堀　

久
子
、
岡
川
扶
美
子

　

井
村
つ
ね
子
、
澤
田　

利
恵

　

藤
田
み
さ
子
、
丹
所　

秋
江

　

藤
田　

兼
一
、
外
川　

好
子

　

丹
羽
多
津
子

感
謝
の
部

★
高
額
寄
付

　

深
見　

秀
文
、
信
田　

義
孝

★
特
別
会
員
継
続
協
力

　

梅
田　

幸
子
、
小
見
山
俊
彦

　

小
森　

幹
雄

福
祉
標
語
優
秀
作
品
発
表

　

市
内
在
住
・
在
学
の
方
か
ら
募
集
し

た
福
祉
標
語
の
中
か
ら
最
優
秀
作
品
１

点
、
優
秀
作
品
２
点
を
決
定
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

「
声
か
け
が

　独
り
暮
ら
し
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　救
い
ま
す
」

　
　

山
県
市
佐
賀　

土
田
孝
子
さ
ん

優
秀
賞

「
隣
よ
り

　や
さ
し
き
笑
顔

　今
日
も
ま
た

　
　元
気
百
倍

　頑
張
れ
ま
す
よ
」

山
県
市
徳
永　

藤
田
ふ
き
ゑ
さ
ん

優
秀
賞

「
支
え
合
う

　家
族
の
絆

　
　
　
　
　
　
　
　
　地
域
の
輪
」

山
県
市
大
門　

井
波
秀
子
さ
ん

★
賛
助
会
員
継
続
協
力

　

大
東
株
式
会
社

　

合
資
会
社
イ
ン
グ

　

日
本
超
音
波
工
業
株
式
会
社

　

日
本
環
境
ク
リ
ー
ン
株
式
会
社

※
ご
本
人
の
意
向
に
よ
り
、
お
名
前
を
掲

載
し
て
い
な
い
方
も
み
え
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

★
作
文
朗
読

　
「
明
る
い
社
会
を
目
指
し
て
」

　

高
富
中
学
校
３
年　

松
波　

紗
倉
さ
ん

（
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
「
福
祉
体
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

　

美
山
中
学
校
２
年　

吉
田　

千
沙
さ
ん

（
１
月
号
に
掲
載
）

あ
た
た
か
い
お
気
持
ち

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

地
域
の
み
な
さ
ま
か
ら
本
会
へ
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。
み
な
さ
ま
か
ら
の
寄
付
金
は
、

全
額
地
域
福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉

●
匿　
　

名　

••••••••••••••

１
０
，０
０
０
円

●
有
限
会
社
ア
ズ
マ
食
器　

•••••••••••

食
器

●
牛
島
陽
子　

•••••••••••••••••••••••

紙
お
む
つ

●【
香
典
の
一
部
を
】

　

故•

牧
野
き
み••••••••

１
０
0
，０
０
０
円

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。



33

や
ま
が
た
社
会
福
祉
大
会

作
文
紹
介

明
る
い
社
会
を
目
指
し
て

高
富
中
学
校

　3
年

　松
波
紗
倉

　

私
は
、
明
る
い
社
会
と
は
、
み
ん
な

が
生
活
し
や
す
く
、
思
い
や
り
の
あ
る

社
会
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

み
ん
な
が
生
活
し
や
す
い
と
い
う
の

は
、
生
活
す
る
環
境
が
き
れ
い
だ
と
い

う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
し
て
思

い
や
り
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
自
分
の

た
め
で
は
な
く
、
誰
か
の
た
め
に
動
け

る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は

こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
で
明
る
い
社
会

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と

ま
ず
、
奉
仕
作
業
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

私
の
通
う
中
学
校
で
は
、
奉
仕
活
動

と
し
て
三
つ
の
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
キ
ャ
ッ
プ
回
収
で
す
。

生
徒
会
執
行
部
を
中
心
に
毎
週
火
曜
日

に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
回
収

し
て
い
ま
す
。
回
収
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
プ

は
小
児
ワ
ク
チ
ン
に
変
え
ら
れ
、
必
要

と
さ
れ
て
い
る
方
に
配
ら
れ
ま
す
。
直

接
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
誰
か
の
役
に

立
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

二
つ
目
は
ク
リ
ー
ン
デ
イ
で
す
。
こ

れ
も
生
徒
会
執
行
部
が
中
心
と
な
り
、

毎
週
水
曜
日
に
地
域
に
落
ち
て
い
る
ゴ

ミ
を
拾
い
な
が
ら
登
校
し
ま
す
。
ゴ
ミ

を
拾
う
こ
と
で
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る

地
球
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。
み
ん
な

が
気
持
ち
よ
く
生
活
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
で
す
。

整
美
委
員
会
中
心
の
活
動
で
毎
週
金

曜
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
回
収
し
た

牛
乳
パ
ッ
ク
は
重
さ
で
お
金
に
変
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
お
金
で
学
校

に
必
要
な
も
の
を
買
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
の
三
つ
の
活
動
を
す
る
こ
と
で
誰

か
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
、
環
境
も
き

れ
い
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
み
ん
な

が
気
持
ち
よ
く
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
私
は
生
徒
会
の

役
員
で
も
整
美
委
員
で
も
な
い
け
れ

ど
、
素
敵
な
活
動
に
参
加
で
き
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
誇
り
に
も

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
三
つ
の

活
動
を
大
切
に
し
て
、
積
極
的
に
参
加

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

さ
ら
に
、
み
ん
な
が
過
ご
し
や
す
い

社
会
を
と
考
え
る
と
、
挨
拶
が
で
き
る

こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
挨
拶

は「
人
と
人
を
つ
な
げ
る
も
の
」だ
と
思

い
ま
す
。
挨
拶
を
す
る
と
と
て
も
気
持

ち
が
い
い
で
す
。
ま
た
、
挨
拶
を
返
さ

れ
る
と
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
逆
に
返
さ

れ
な
い
と
落
ち
込
ん
だ
り
し
ま
す
。
挨

拶
を
さ
れ
る
か
さ
れ
な
い
か
で
は
、
そ

の
日
の
気
分
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
心
の
こ
も
っ
た
挨
拶
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
心
が
こ

も
っ
て
い
る
と
、
そ
の
心
が
相
手
に
も

し
っ
か
り
伝
わ
り
ま
す
。
そ
し
て
心
が

温
か
く
な
り
ま
す
。
私
は
心
の
こ
も
っ

た
挨
拶
が
さ
れ
る
と
一
番
う
れ
し
い
で

す
。
ど
の
人
も
多
か
れ
少
な
か
れ
そ
う

い
う
部
分
は
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　

挨
拶
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一

つ
で
す
。
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
最
近
と
て
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
誰
か
と
す
れ

違
っ
て
も
そ
の
ま
ま
通
り
過
ぎ
て
い
っ

て
し
ま
う
姿
を
見
る
と
な
ん
だ
か
寂
し

く
な
り
ま
す
。
ま
る
で
そ
こ
に
誰
も
い

な
い
よ
う
で
寂
し
い
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
誰
も
が
心
の
こ
も
っ

た
気
持
ち
の
よ
い
挨
拶
を
す
る
明
る
い

社
会
に
変
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
ず
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
私
は
、

す
れ
違
う
人
な
ど
に
心
を
こ
め
て

「
こ
ん
に
ち
は
」

と
あ
い
さ
つ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。そ
し
て
身
の
回
り
か
ら
明
る
い
社

会
へ
と
変
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
大
切
に
し
て
い
き
た
い
の
は
、

奉
仕
活
動
へ
の
参
加
と
挨
拶
の
二
つ

で
す
。

　

み
ん
な
が
過
ご
し
や
す
い
社
会
、
明

る
い
社
会
に
な
る
よ
う
に
一
人
一
人
が

意
識
し
て
い
く
べ
き
で
す
。
そ
し
て
、

挨
拶
の
な
い
く
ら
い
社
会
で
は
な
く
、

い
つ
ど
ん
な
と
き
で
も
挨
拶
の
交
わ
さ

れ
る
笑
顔
あ
ふ
れ
る
社
会
を
目
指
し
た

い
で
す
。
ま
た
、
誰
か
の
た
め
に
動
く

こ
と
の
で
き
る
、
そ
ん
な
思
い
や
り
の

あ
る
社
会
に
し
て
い
き
た
い
と
強
く
思

い
ま
す
。

　

み
ん
な
が
挨
拶
と
奉
仕
作
業
に
積
極

的
に
参
加
し
、
よ
り
よ
い
社
会
を
目
指

し
て
動
き
始
め
た
と
き
、
本
当
に
明
る

い
社
会
に
な
る
は
ず
で
す
。
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
要
介
護
、
要

支
援
の
認
定
を
受
け
た
高
齢
者
等
が

可
能
な
限
り
自
宅
で
自
立
し
た
日
常

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

心
身
機
能
の
維
持
回
復
や
、
ご
家
族

の
負
担
を
軽
減
す
る
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

前
号
に
引
き
続
き
、
本
会
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
★
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ほ
ほ
え
み

（
谷
合
）

　

自
然
豊
か
で
静
か
な
美
山
谷
合
地

区
に
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
過

ご
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

営
業
日　

月
曜
日
～
土
曜
日

　
（
12
月
31
日
～
１
月
３
日
は
休
み
）

営
業
時
間　

　

午
前
９
時
10
分
～
午
後
４
時
30
分

営
業
範
囲　

山
県
市
全
域

　

ほ
ほ
え
み
で
は
、
送
迎
、
食
事
介
助
、

入
浴
介
助
の
他
に
利
用
者
さ
ん
の
希

望
に
応
じ
て
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

知
っ
て
安
心
！

介
護
保
険
⑳

　

本
殿
は
元
禄
14
年（
西
暦
1
7
0
1

年
）の
建
造
で
、
山
県
市
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
千
支
十
二
支
の

動
物
や
竹
の
子
掘
り
の
様
子
等
の
彫

刻
を
建
物
に
施
し
た
総
ケ
ヤ
キ
造
り

檜
皮
葺
き（
ひ
わ
だ
ぶ
き
）の
立
派
な
も

の
で
す
。

　

本
殿
の
他
に
も
、
高
野
槇（
ま
き
）の

珍
し
い
大
木
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
大

岩
等
が
あ
り
ま
す
。

　

例
年
、
元
旦
に
は
午
前
0
時
よ
り
総

代
会
役
員
に
よ
り
甘
酒
が
振
る
舞
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
4
月
第
1
日
曜
日
に
は

春
の
例
大
祭
が
開
催
さ
れ
多
く
の
参
拝

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

大
桑
の
魅
力
P
R
会

★
大
桑
地
区
テ
ー
マ

「
大
桑
の
魅
力
を
P
R

（
歴
史
、
観
光
地
の
周
知
）」

　

社
協
だ
よ
り
10
月
号
に
引
き
続
き
、

大
桑
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

十
五
社
神
社

　

大
桑
の
片
田
舎
に
、
1
2
0
0
年
程

前
の
平
安
時
代
に
創
建
さ
れ
た
と
い
わ

れ
る
十
五
社
神
社
が
あ
り
ま
す
。

　

土
岐
氏
の
氏
神
様
で
、
山
県
市
唯

一
の
金
弊
社
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
道
高
富
～
伊
自
良
洗
よ
り
30
ｍ
程

の
所
に
第
一
の
鳥
居
が
あ
り
、
そ
こ
か

ら
2
5
0
m
程
で
第
二
の
鳥
居
、
さ

ら
に
両
側
に
杉
の
木
立
が
2
0
0
ｍ

程
続
く
の
が
神
社
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

で
す
。

　

神
社
の
入
り
口
で
は
、
樹
齢
約

8
0
0
年
の
ご
神
木
、
逸
見
杉
が
迎
え

て
く
れ
ま
す
。
境
内
は
し
っ
と
り
と
し

た
雰
囲
気
が
漂
う
神
聖
な
場
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。
手
水
で
清
め
た
後
、
本
殿

に
お
参
り
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。

住
民
み
ん
な
が
主
役
!

　

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

●
遠
赤
外
線
の
足
湯
サ
ー
ビ
ス

　

足
湯
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

遠
赤
外
線
で
足
の
芯
ま
で
温
ま
り
寒

い
季
節
に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

●
個
別
機
能
訓
練

　

ボ
ー
ル
や
ゴ
ム
バ
ン
ド
・
フ
ッ
ト

マ
ッ
サ
ー
ジ
機
、
平
行
棒
を
使
っ
た

訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
季
節
に
応
じ
た
行
事

や
保
育
園
児
・
小
学
生
と
の
交
流
、

楽
器
演
奏
や
民
謡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
の
訪
問
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

★
一
日
体
験
で
き
ま
す
！

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
迷
っ
て

い
る
方
、
一
日
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？（
食
事
代
5
5
0
円
が
必
要
で
す
）

【
問
い
合
わ
せ
】電
話
５
６
─

０
０
５
６

（
矢
島
）

季節ごとの花を植えるのも
楽しみのひとつです。
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平成26年
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山県市ボランティア・
市民活動支援センター
〒501-2259 山県市岩佐1177番地1
TEL（0581）52-3010　FAX（0581）52-2941
メールアドレス　community@y-shakyo.or.jp

NO.123

●古切手、ベルマーク、テレカ、書き損じはがき（受付順・敬称略）
・藤田南司　・早川勝　・ミズタニバルブ工業株式会社　・丸三毛利製材所　・同朋会在宅介護支援センター
・特別養護老人ホーム椿野苑　・伊自良保育園　・匿名

※古切手、ベルマーク、テレカ、書き損じはがきをご寄付ください☆

（平成26年10月31日までの受付順）

●団　体…61団体（1,835名）
●個　人…82名 （平成26年11月1日現在）

題字　青木結希乃さん（伊自良南小学校）

ボランティアリレー� 〜山県市内で楽しくボランティア活動をする方を紹介するコーナーです〜

　定年退職後、岐阜県の生涯学習に関わる活動をしていたことで、介護予防等に関心を持ち
山県市が実施した筋トレサポーター講座に応募したのがボランティア活動のきっかけとなった。
　「以前、ボランティアは時間のある人が道楽でやっているものと思っていたが、実際には全
く違ったもので、体操を楽しみに待っていてくれる人がいる、体操をしたことで身体が軽くなっ
たと言ってくれる人がいる、そんな自分自身にとって喜びが得られるものであった。退職して
第一線を離れ寂しく感じていた時に、こんな自分でも頼ってくれる人がいる思うと、最近では
友人と飲みにいくことより健康体操のボランティアを優先している自分がいて、今の生活にお

いて生きがいになっている。
　自身の健康を保ちつつ市民の健康増進のサポートをできるかぎり続けていきたい。」と語られました。

　12月1日から31日までの1ヶ月間は、赤い羽根共同募
金運動とあわせて「歳末たすけあい運動」が行われます。
この運動は、新たな年を迎える時期に支援を必要とする
方々が地域で安心して暮らすことを目的に実施し、市民
のみなさまから寄せられた募金は全額が山県市の福祉の
ために配分されます。

　10月29日（水）に、長良川国際会議場において岐阜県
社会福祉大会が開催されました。
　多年にわたり精力的にボランティア活動を行っている
「すみれの会」（岩佐）に社会福祉事業協力援助者として
感謝状が贈られました。
　また、「のぎくの会」（北山）が、30年以上活動を続け
ている福祉ボランティア団体に贈られる岐阜県社会福祉
協議会長特別表彰を受けられました。
　長年にわたり地域福祉の推進にご尽力いただいたこと
に本会からも感謝申し上げます。

〜街頭募金にご協力をお願いします！〜
民生委員・児童委員等の協力を得て、下記日程で街
頭募金を行います。
◦12月14日（日）
　午前9時30分〜
　平和堂、バロー高富店
　バロー高富北店、マルキ
◦12月21日（日）
　午前8時30分〜　てんこもり

岐阜県社会福祉大会
表彰者報告

～じぶんの町をよくするしくみ～

赤い羽根共同募金

波多野光一さん　（本会の高齢者事業「つどいの場」「いきいきクラブ」で健康体操のボランティア）

▲福祉大会での募金活動

▲すみれの会感謝状 ▲のぎくの会のみなさん
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つ
な
ぎ
と
あ
わ
せ
号
出
張
相
談

　

場　

所　

み
や
ま
ジ
ョ
イ
フ
ル
倶
楽
部

　

日
に
ち　

12
月
4
日（
木
）

　
　
　
　
　

12
月
18
日（
木
）　

　

時　

間　

午
前
11
時
～
正
午

　

場　

所　

伊
自
良
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

日
に
ち　

12
月
8
日（
月
）

　
　
　
　
　

12
月
25
日（
木
）

　

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

　◦
100
円
喫
茶
、
血
圧
測
定
あ
り
ま
す
。

※
悪
天
候
の
場
合
は
、
運
休
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
に
よ
る
子
ど
も
相
談

　

日
に
ち　

1
月
9
日（
金
）

　
　
　
　
　

2
月
6
日（
金
）

　

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時

　
　
　
　
　
（
受
付
：
午
後
2
時
30
分
ま
で
）

　

場　

所　

高
富
児
童
館

電
話
相
談
・
来
所
相
談

　

平　

日　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

　

場　

所　

社
会
福
祉
協
議
会　

本
所

　
　
　
　
　
（
美
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

暮
ら
し
の
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
ど
こ

に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
司
法
書
士

を
紹
介
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

電
話 

5
2
─

3
0
1
0

相
談
日
の
お
知
ら
せ

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
便
り

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
市
内
在

住
の
60
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　

無
料
送
迎
バ
ス
も
運
行
し
て
い
ま
す
。

開　

館　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

●
美
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

つ
ど
い
の
場

日
に
ち　

火
・
水
・
金
曜
日

内　

容　

100
円
喫
茶
、
100
円
カ
ラ
オ

ケ（
2
曲
）、
足
湯（
無
料
）

健
康
体
操　

午
前
11
時
～
正
午

日
に
ち　

①
12
月
12
日（
金
）

　
　
　
　

②
12
月
24
日（
水
）

健
康
相
談

日
に
ち　
　

12
月
2
日（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
】5
2
─

3
0
1
0

●
伊
自
良
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

薬
草
風
呂
、
超
音
波
風
呂
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
機
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

入
浴
可
能
時
間

　

正
午
～
午
後
2
時
30
分

【
問
い
合
わ
せ
】3
6
─

2
2
1
1

脳
を
元
気
に
！

脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー

　

～
２
つ
の
言
葉
を
見
つ
け
よ
う
～

　

ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
る
２
つ
の
野
菜

は
何
で
し
ょ
う
？

【
11
月
号
の
答
え
】　
「
は
」

キリイウ
ハュク

サ

福
祉
機
器
リ
サ
イ
ク
ル
登
録
状
況

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】

・
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
ー　

１
台

・
滑
り
止
め
マ
ッ
ト　
　

１
枚

【
譲
り
ま
す
】

・
電
動
ベ
ッ
ド　
　
　
　

1
台

・
車
い
す　
　
　
　
　
　

１
台

【
問
い
合
わ
せ
】 

電
話 

5
2
︱

3
0
1
0

※
排
泄
お
よ
び
入
浴
関
連
機
器
は
未
使

用
品
に
限
り
ま
す
。

ま
た
、
育
児
用
品
は
取
扱
説
明
書
の

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

音
楽
を
通
し
て
交
流
し
ま
せ
ん
か
？

ふ
れ
あ
い
音
楽
会
を

開
催
し
ま
す
♪

　

障
が
い
者
や
そ
の
家
族
、
児
童
・
生
徒
、

高
齢
者
の
方
々
と
音
楽
演
奏
を
通
し
て
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
す
。

【
開
催
日
】　

12
月
14
日（
日
）

【
時　

間
】　

午
後
1
時
か
ら
午
後
3
時

【
場　

所
】　

花
咲
ホ
ー
ル

　
（
山
県
市
洞
田
１
２
７
︱

１
３
５
）

【
内　

容
】

・
市
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
よ
る
歌
や

楽
器
演
奏
会

・
最
後
に
出
演
者
・
参
加
全
員
で
「
ふ
る

さ
と
」の
合
唱
を
行
い
ま
す

【
そ
の
他
】

　

必
要
に
応
じ
て
会
場
ま
で
の
送
迎
を

行
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
予
約
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】電
話　

５
２
︱

３
０
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

担
当　

野
原


